
根室市議会 

“後期”の委員会人事等決まる 
 根室市議会は２日に行われた９月定例月議会本会議（最終日）で、“後期”の常任委員会

等の委員構成を決定しました。任期は２０２５年（令和７年）９月１４日までです。各委

員会の委員構成をお知らせします（敬称略、氏名の後のカッコ内は会派名）。 
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橋
本
議
員
は
、
副
委
員
長

就
任
に
あ
た
っ
て
の
あ
い
さ

つ
で
、
市
中
経
済
が
大
変
厳

し
い
も
と
で
、
課
題
解
決
の

た
め
に
奮
闘
し
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い
く
と
述
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た
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任
に
あ
た
っ
て
の
あ
い
さ
つ

で
、
医
療
・
介
護
で
の
深
刻
な

人
材
不
足
、
教
育
施
設
の
老
朽

化
、
じ
ん
芥
焼
却
場
の
建
設
等

の
重
要
な
課
題
に
つ
い
て
、
市

民
の
負
託
に
こ
た
え
る
べ
く

全
力
を
尽
く
す
決
意
を
述
べ

ま
し
た
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ま
た
、
正
副
委
員
長
以
下

の
委
員
の
氏
名
は
、
議
席
番

号
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す

（
以
下
同
様
）。 

  

以
上
の
二
つ
の
常
任
委
員

会
、
議
会
運
営
委
員
会
、
北

方
領
土
・
水
産
対
策
特
別
委

員
会
は
根
室
市
議
会
委
員
会

条
例
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
に

広
報
委
員
会
と
、
今
回
新
た

に
設
置
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進

検
討
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
検
討
委
は
、
新

庁
舎
移
転
に
向
け
て
、
議
会

へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
を
推
進
、

検
討
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
。 
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は
た
や
ま
和
也
「
か
け
あ
る
記
」 

２
０
２
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社
会
を
変
え
る
こ
と
は
楽
し
い
こ
と 

 
 

元
衆
議
院
議
員 

は
た
や
ま 

和
也 

 

日
本
共
産
党
は
先
月
末
、
三
十
年
に
及
ぶ
経
済
停
滞
・
暮
ら

し
の
困
難
を
打
開
す
る
た
め
の
「
経
済
再
生
プ
ラ
ン
」
を
発
表

し
ま
し
た
。
賃
上
げ
と
待
遇
改
善
、
消
費
税
減
税
と
社
会
保
障

充
実
・
教
育
費
の
負
担
軽
減
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食
糧
自
給
率
向

上
が
、
そ
の
柱
で
す
。 

 

懇
談
に
ま
わ
る
と
「
消
費
税
が
導
入
さ
れ
、
中
小
零
細
企
業

に
と
っ
て
悪
循
環
が
続
い
た
三
十
年
だ
っ
た
」（
北
商
連
）、「
国

保
料
は
三
十
年
前
も
高
く
て
払
え
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
。
高
齢
者

や
障
害
者
の
生
活
保
障
を
、
本
気
で
考
え
る
と
き
」（
道
生
連
）

な
ど
、
あ
ら
た
め
て
国
民
い
じ
め
の
政
治
に
怒
り
が
噴
出
し
ま

す
。
そ
の
う
え
に
今
の
物
価
高
騰
な
の
で
す
。 

 

特
に
北
海
道
は
、
全
国
で
も
矛
盾
が
激
し
い
地
域
で
す
。「
医

師
や
看
護
師
が
足
り
ず
、
地
域
の
維
持
が
心
配
」
（
民
医
連
）
、

「
農
地
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
人
が
い
な
く
な
る
か
ら
、
今
の

う
ち
に
や
め
よ
う
と
い
う
農
家
が
続
出
し
か
ね
な
い
」
（
農
民

連
）
と
の
現
実
に
、
政
治
が
本
気
で
立
ち
向
か
う
と
き
。
道
労

連
か
ら
の
「
も
は
や
時
給
千
五
百
円
で
も
足
り
な
い
と
の
計
算

も
あ
る
。
国
に
よ
る
大
規
模
支
援
が
な
い
と
突
破
で
き
な
い
と

こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
の
で
は
」
と
の
言
葉
も
、
重
く
受
け
止
め

ま
し
た
。 

 

「
札
幌
市
で
は
高
校
生
ま
で
医
療
費
無
料
化
が
進
み
、
富
良

野
市
で
は
全
市
あ
げ
た
運
動
で
学
校
給
食
費
が
三
ヵ
月
無
料

に
」
（
新
婦
人
）
と
、
声
を
あ
げ
運
動
に
し
て
要
求
の
実
現
も

す
す
ん
で
い
ま
す
。
職
場
に
も
地
域
に
も
、
そ
れ
だ
け
の
力
は

間
違
い
な
く
あ
る
は
ず
。
社
会
を
変
え
る
こ
と
は
本
来
、
や
り

が
い
あ
る
こ
と
だ
し
、
楽
し
い
こ
と
で
す
。
私
も
展
望
を
語
っ

て
、
力
を
あ
わ
せ
て
い
き
た
い
。 

 


